
府障教速報２００９年２月１９日 

２００９年度大阪府当初予算（案）の概要 
【障害児学校関係の主なもの】 

（１）予算規模 
教育予算総額５７６２億１７８８万６千円（５９４８億３４３１万３千円）＜９６．９％＞ 
特別支援学校費３８０億９５９９万７千円（ ３９０億４１４１万６千円）＜９７．６％＞ 
 ＊（   ）は２００８年度本格予算  

（２）学級編制・学級数など 
①学級編制基準 
 幼稚部６人、小・中学部６人､高等部(本科)８人、高等部（専攻科）１０人、 
重複障がい学級３人、訪問学級３人 

②学級総数 １７６７学級(７２学級増)を予算として確保している 

（３）教職員定数  

①特別支援学校教職員定数 ４、４５４人(１３０人増) ※大阪市立含む 
条例定数 
職種 配置数 増減 備考 
校長 ４６人 

 
０人 

 
准校長含む（２００９年度は新たに

准校長は配置しない）。 
教員 ３、８５８人 ＋１５０人  
養護教諭 ７５人 ＋１人 堺市立上神谷支援学校の開校で２名

増。貝塚養護学校の閉校で１名減。 
実習助手 ７５人 ▲２人 退職に伴う。 
寄宿舎指導員 ５４人 ▲１２人 貝塚養護学校の閉校による。 
事務職員 １４６人 ０人  
栄養教諭及び栄養職員 ３５人      ０人  
技能員等 １２５人 ▲７人 退職に伴う。 
非常勤講師時間数 ４、１２９時間 ▲２８０時間 初任研代替講師の減など。 
※ 年度当初配置は４、４１４人分。残り４０人分は年度途中の学級増対応として確保。 
 
②府立支援学校教員配置（「加配」） 

配置（「加配」）名 配置校 配置人員 対前年度増減 
１ 地域支援･交流配置（「加配」） ２６校 ３１人 ±０人 
２ 自立活動･個別の指導の充実配置（「加配」） ２６校 ３８人 ＋１人 
３ 進路指導配置（「加配」） ２２校 ２９人 ＋１人 
４ 生徒指導配置（「加配」） １４校 １５人 ＋１人 
５ 分校配置 １校 １人 ±０人 
６ 教頭の複数配置 ２１校 ２１人 ±０人 
７ 養護教諭の複数配置 ２５校 ２５人 ±０人 



（４）施設・整備の整備費    

①府立知的障がい支援学校新校整備費   １９６４万１千円       【新規事業】 
 （豊能･三島地域） 
②府立支援学校の教育環境整備事業費 ２億３５３８万５千円   （３６２４万０千円） 
（厨房改修、普通教室改修、特別教室改修、仮設校舎移設工事）      

③富田林支援学校校舎増築工事費   ３億２１０３万７千円   （５２２２万５千円） 
④府立視覚支援学校（基本設計など）   ４９５５万８千円   （８３１万０千円） 
⑤支援学校施設整備費          ４６９６万９千円   （４１９６万９千円） 
（支援学校のバリアフリー化など） 

 ⑥緊急４ヵ年学校環境整備事業      １２７８万４千円   （１４１９万４千円） 
  （府立支援学校に温水洗浄便座の設置１３６台 
 ⑦空調設備等整備費                 ０円     （６５万０千円） 
⑧支援学校大規模改修事業費     ４億９８５３万０千円 （３億 ３００万７千円） 

                   （政策的経費等を含めると６億３０７９万６千円） 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

（５）学校管理費･旅費等 
 府立支援学校の管理運営費など       
 ①一般管理費            ５億５９８４万２千円  （５億９７６２万１千円） 
   （警備員委託料４００万円除く） 
 ②通学時間の短縮に向けた通学バスの充実事業費 

（増車４校４台）                  ８６４１万３千円    （１５６５万５千円） 
 ③府立支援学校通学バス運行費   １３億１７２５万２千円（１３億１７２５万２千円） 

（増車３校３台含む） 
   
 
 
 

 
④教職員旅費            １億５７７９万３千円 （１億７８３１万７千円） 

１人換算                   ３５、５１０円     （４１、２４０円） 
 

耐震大規模改修 
 〔工事〕  藤井寺支援（校舎棟）、佐野支援（高等部棟）、豊中支援（中高等部棟） 
       寝屋川支援（中高作業棟） 
 〔実施設計〕豊中支援（作業･体育館棟）、茨木支援（小学部棟） 
 〔基本設計〕堺聴覚（小学部棟）、高槻支援（中学部棟） 
  耐震診断（９校）、補強･判定など（１０校） 
福祉整備 
 〔工事〕  堺支援、岸和田支援 
下水道 
 〔工事〕  茨木支援、八尾支援 
 〔基本設計〕寝屋川支援 

運行台数  １５６台（１４９台） 
   高槻支援（小型）、寝屋川支援（小型と大型）、交野支援（小型）、和泉支援（小型） 
   吹田支援（中型）、守口支援（中型）の７台が増車 



（６）特別支援教育指導の充実  

 ①府立支援学校早期情報教育推進事業費  １９５９万３千円  （１９５９万３千円） 
  （パソコンリースなど） 
 ②府立支援学校教育活動用具整備事業費   ３４２万０千円   （３６０万０千円） 
  （大型の教材・教具の必要性の高いものからの順次整備） 
 ③府立支援学校健康安全対策事業費     ４２０万４千円   （４２７万６千円） 

（泊を伴う行事への看護師の付添） 
  ④医療的ケア実施体制整備事業費      １３８万６千円   （２２９万２千円） 
   （医療的ケア研修の充実、実習用人形の購入など） 
 ⑤障がい児理解推進費           １９８万４千円   （２０７万７千円） 

  ⑥府立支援学校就学奨励費     ５億６２１０万８千円 （５億８３３７万２千円） 
⑦府立支援学校児童生徒へのＩＴ講習事業費     ０千円       （０千円） 

 ⑧府立支援学校福祉・医療関係人材活用事業費５３０万１千円   （５３０万１千円） 
⑨学校支援人材バンク活用推進事業     ２９５万６千円   （３１９万３千円） 
⑩府立支援学校職業教育費         ４４７万９千円   （５７１万４千円） 
（介護ヘルパー２級取得実習の謝礼、理学療法科などにおける実習謝礼など） 

  ⑪府立支援学校ＩＣＴ教育環境整備事業       ０千円     （１８０万円） 
   （入力支援機器整備） 
  ⑫府立支援学校ＩＣＴ教育環境整備事業  １６１８万８千円  （１７０４万０千円） 
   （各教室へのＬＡＮ整備などの建設事業費） 
  ⑬支援教育地域支援整備事業（事業推進費） ２３４万７千円   （３２２万０千円） 
  ⑭支援教育地域支援整備事業       ２４５９万９千円  （２４９７万４千円） 

 （支援学校非常勤講師配置費）      
  ⑮府立支援学校教材費など（学校管理費） ２９８８万３千円  （３２６２万１千円） 
  ⑯府立支援学校教育用コンピューター整備費２６６５万２千円  （２１７３万６千円） 
  ⑰印刷業務等効率化推進費         ６３７万６千円      【新規事業】 
   （教務事務補助員制度廃止で各校へ印刷機を１台設置） 
  ⑱学校施設管理業務委託費         ３１０万７千円      【新規事業】 
   （技能員の退職不補充により、技能員の配置のない学校においてアウトソーシングに

よる業者委託のモデル事業を行う） 
  ⑲府立支援学校就学指導費         ５８７万６千円   （５９２万２千円） 
   （特別支援学校就学指導員２人） 
  ⑳柔道整復師要請委託事業         ３９４万１千円   （３９４万１千円） 
   

（７）府立支援学校給食調理業務委託費  

１億１９２３万６千円  （８７６５万１千円） 
＊ 箕面支援・和泉支援・八尾支援・吹田支援・だいせん聴覚高等・富田林支援、堺聴覚

は引き続き。  ２００９年度は新規に茨木支援の給食調理業務の民間委託を行う。 
＊ 委託料に関する経費 
 

 
 
 



（８）その他の主なもの  

 ①部活動活性化（部活動手当･･･府立学校全体） 
１４億０５２５万０千円  （１２億５６７８万０千円） 

 ②部活動活性化推進事業（府立支援学校）  ９８万５千円      （１０５万４千円） 
 ③学校安全総合支援事業費        ４００万０千円       （４００万０千円） 

（警備員配置 一般管理費に統合） 
④知的障がいのある生徒の教育環境整備事業費 

４７８３万３千円     （６９２０万２千円） 
・自立支援推進校９校 
（園芸・柴島・阿武野・西成・松原・枚方なぎさ・八尾翠翔・堺東・貝塚） 

  ・共生推進モデル校１校（枚岡樟風･･･たまがわ高等支援学校と連携） 
   ２０１０年度から３校増設予定 
 ⑤府立学校教育支援事業      １億２９１８万４千円  （１億３１２７万０千円） 
  （府立学校長の裁量によって執行することが可能な経費の拡大を図る･･･０９年度は校長 

一人当り７５０千円。但し准校長は定時制のみ） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

これのみ２００７年度予算 


